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論 文 内 容 の 要 旨 
第一部 
第一章 「朱熹の「情」について」 
 朱熹の言説中に多様に出現する「情」という概念には、従来の宋学研究が重視してきた形而上学的性格を持
つ「性情」としての「情」とは別に、より日常的な倫理的行為に関わる「人情」としての「情」の二つの意味
があることを分析した。後にわが国の伊藤仁斎により批判されるほど、朱熹は「情」を重要視し、多様に展開
させたが、それは彼の思考が人間の活動の多様性にリアルに対応する事を要請したからであるといえよう。 
第二章 「朱熹の共同体秩序再生論」 
 朱熹の生きた南宋は、国土の北半分を金朝に占領され、残った土地も常に安定を脅かされ続け、国内は政争
が絶えないにも関わらずかりそめの繁栄に酔いしれているという、朱熹ならずとも国のことを憂える者達にと
って真に嘆かわしい時代であった。このような時代にあって、朱熹がいかなる国家（＝共同体秩序）の建て直
しを構想していたのかを、１）華夷観念の崩壊に伴う礼秩序の立て直し、２）郷約の制作という二つの側面か
ら考察した。１）華夷観念と礼については、朱熹は当時の南宋の例とそれを盗用している金の礼と双方を否定
し、古礼以外認めない姿勢を取ることで、もう一度礼についての議論が可能となると主張した。２）郷村につ
いては、郷村は地緑に基づく最小の共同体である。この国家の末端において秩序はどのような形態をとるべき
なのか。郷村内の規約を連ねた『呂氏増損郷約』にその構想は述べられている。もとの『呂氏郷約』が擬制血
縁的共同体を前提としていたのに対して、朱熹は徹底して制度面しか語らない。そこからうかがえるのは、一
言で言えば礼の民衆化である。既存の家礼・国礼・王朝礼からこぼれ落ちていた郷村の礼を制作することで、
朱熹は「家・郷村・国・王朝」からなる同心円構造の礼的世界を作りだし、中華的秩序の再編成を目論んだの
である。 
第三章 「朱憙と『孝経刊誤』」 
 朱子学の普及とともに、中国のみならず日本でも初等教育のテキストとして、朱熹の『孝経刊誤』は多くの
読者を得た。本章は『孝経刊誤』成立当時の『孝経』をめぐる状況、および朱憙が『孝経刊誤』を著すに至っ
た動機、さらにはその思想体系に占める位置などを考察したものである。南宋における『孝経』受容の意義を
検討するにあたって、唐宋変革期という歴史的背景を主要な要素として導入した。家族制が混乱状態にある宋
代には、同書が単なる児童教育の書に止まらず、「家礼」や「族譜」などと共に「家」の秩序の維持に大きな役
割を果たしていたと結論づけた。 
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第二部 
 第一章 「家訓に見る宋代士大夫の日常倫理」 
 第二部の目的は、宋代士大夫の倫理観を「日常」のレベルにおいて探ることである。本章では当時の士人た
ちが著した家訓を主たる題材として用いた。家訓の特徴としては、士大夫らの日常生活が具体的に記述されて
いることが挙げられる。そこには家族の和睦、墓地の維持、財産管理、近隣との付き合い方などが各著者の人
生観に則って綴られている。家訓の作者は、教化の対象たる家人がいかに己の欲望に弱い存在であるかという
ことを熟知した上で、これらの徳目の実践がやがて家に「富」がもたらすと説くことで、家人たちに道徳行為
を促したのである。このように家訓の作者は家の維持のため、いかにして家人たちに道徳を実践させるかに苦
心した。道徳行為の結果として「富」がもたらされると説くのもその方策の一つである。さらに道徳行為を実
践させる方法論として、「適宜（適度なところに留まり、徹底しないこと）」「誠実（文字通り相手に誠実である
こと）」「忍耐（自分よりもまわりの状況を優先させること）」の三点を家訓が共有する要素として抽出した。 
第二章 「葉夢得と“善行”―二つの家訓を導きとして―」 
 前章で言及した「善行＝道徳実践」という側面に焦点を当て、そのメカニズムの解明を目指したものである。
葉夢得（1077～1148）にとって「善行」とは「①偽りのない心を持ってその実践に努め、②実践の最中にも常
に善を行い得ているか否かの点検を怠らず、③結果的に善が完遂できた」場合のみに成立すること、そしてそ
れを天が見ていて必ずや「利」をもたらしてくれると信じていたことなどを見た。この「善行」と「利」との
結びつきについて、葉夢得は具体的な因果関係を提示していない。彼は両者の連携性に何ら懐疑を抱かず、例
えば「日照りで井戸が涸れなかったのは自身が善行に努めたためである」などと断言する。このような思考法
は「素朴な信仰」とも言うべきものである。しかし実際は、大多数の家訓が類似した思考法に基づいて編成さ
れている。ここであらためて葉夢得の言説をたどってみると、彼は「あらゆる困難を経ても（「善行」による）
『誠意』は天（あるいは他人）に通じる」と確信している。つまり、「善行→利」という認識は、単純な「信仰」
に基づくのではなく、自らの人生経験によってはじめて得られるものであると彼自身も自覚していたのである。 
第三章 「宋代の“善人”―『省心雑言』を中心に―」 
 本章は日常倫理の領域における理想的人格を「善人」と命名し、その倫理実践上の特徴を様々な角度から分
析したものである。一般人は孔子や孟子のような「善」の才能をもって生まれてくるわけではない。よって彼
らを「善人」にさせるには、善行を見せ善言を聞かせるなどの外的な働きかけが必須であり、さらに善行すれ
ば「安楽」や「天報」といった「利」が必ず訪れると説くことで彼らはようやく「善性」の習得におもむくこ
とが可能となる。では、様々な訓致と修養を経て善人となった者が住まう世界とは一体どのようなものなのか。
そこでは人々はどのように結びつくのか。彼らは、時や場所は習慣によって容易に変化する「俗」や「人情」
といった観念を背景として倫理観を構築しており、そこでは朱子学的な「天理」や「性情」などの概念はなん
ら有効に働いていない。そして「善人」たちは「誠」を介して結びつく。「誠」は言語や文化を越えて夷狄との
相互理解を促し、さらには鬼神や天地との交感さえ可能にするのである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、タイトルの示す通り、中国近世士大夫の日常生活における道徳規範おありようを論じたものであ
る。ここでいう＜近世＞とは宋代（960～1275）を指し、＜士大夫＞とは、唐以前の貴族に代って社会の表舞台
に登場し、皇帝独裁制を支えて政治と文化の指導的位置に座を占めた階層をいう。 
全編は大きく第一部と第二部に分けられる。第一部は南宋の朱熹（1130～1200）の思想を論じる三つの論考
から成り、第二部は宋代の家訓を論じる三つの論考から構成されているが、全体を貫いているのは＜日常＞と
＜倫理＞、そして＜日常の倫理＞という視点である。論者の言う＜日常＞とは、「人々が再生産を繰り返してい
る日常の生活空間、その場その時の人々が《非日常》と感じていない時空間」を指していて、通常の用語法と
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異なるものではない。以下、各章に沿いつつ論評を加える。 
第一部第一章「朱熹の＜情＞について」では、朱熹の＜情＞に対する思考をその用例に即しながら分析し、
朱熹の言う＜情＞は二種に大別しうるとする。すなわち、＜性＞（本性）が動いて意識の表層に浮上してきた
状態を指す場合と、そうした朱子学の根幹を成す哲学概念としての用法とは別に、もう一方の極として
＜人情＞という語によって代表される。時と処を超えた人間の普遍的感情を意味する場合とである。論者は、
従来閑却視されてきた後者の＜情＞こそ＜礼＞の基盤であり、『詩経』を解読する上でのキーワードだと朱熹が
考えていたと指摘し、日常の道徳実践の場において強大な影響を及ぼすのも実はこのような＜情＞に他ならな
い、と結論づけている。 
従来、いわゆる心性論（心と性をめぐる哲学的言説）の一方重要概念である＜情＞については＜性＞ほどに
は研究されて来なかったが、これを改めて総合的に分析し、もうひとつの＜情＞の持つ意味の重要性を明らか
にした点は評価できる。ただ、後者の＜情＞ないし＜人情＞に関して、一義的にこれを人間の基質や感情に限
定して捉えてよいかどうか、また、体系的思想家であった朱憙が二つの＜情＞に何の架橋もせずに放置してい
たのかどうか、いま一歩踏み込んだ説明が望まれるところではある。 
第二章「朱熹の共同体秩序再生論」では、異民族の金に国土の半分を奪われていた自己の同時代に危機意識
を抱いていた朱熹が、礼秩序の立て直しと郷約（郷村という最小共同体の規約）の再編集によって共同体秩序
の再生を構想していたことが述べられる。朱憙の華夷観に関して、一般的には、朱熹は「華」（中華）と「夷」
（夷狄の金王朝）を峻別する主戦論者だと考えられていたが、朱熹は金の礼楽制度を認めており、華と夷では
なく国家対国家として見ようとしていたという論者の指摘は評価できる。また、従来の朱憙研究では殆ど取り
上げられない朱熹の『増損呂氏郷約』を共同体秩序再編という観点から分析した点も評価に値する。 
ただ、礼秩序を論じるのであれば、朱熹の礼学の集大成である『儀礼経伝通解』にも言及すべきであったろ
う（この中には郷礼というパートがある）。国家、そして郷村と論じてくると、次に「家」が問題となってくる
が、「家」については次章で取り上げられていて、家訓を扱う第二部への導入にもなっている。 
第三章「朱熹と『孝経刊誤』では、内容に矛盾を孕んでいた『孝経』が朱熹の大胆な改編によって首尾一貫
したものに再生されたこと、そしてこの『孝経刊誤』の他に『家礼』『小学』「家訓」「家政」そして族譜の編纂
等々、朱熹が＜斉家＞に関する言説群を数多く作成した背後に家族制の混乱という時代状況が横たわっていた
ことが明らかにされている。論述はおおむね妥当である。 
第二部第一章「家訓に見る宋代士大夫の日常＜倫理＞」は本論文の中核的位置を占めており、家訓の形式、
流行と背景、内容、唐代家訓との比較、家族関係、俗と人情、家の維持、道徳の技術化、といった多面的な角
度から宋代の家訓が論じられる。宋代の家訓について、このように総合的観点から考察した先行研究は見出し
えないし、まして本章のような思想的意味づけを行おうとして論考は皆無といってよい。その点は大いに評価
できる。ただ、本章で開陳されている論者の倫理説については若干疑義なしとはしない。論者は、宋代人の道
徳倫理観を＜超越倫理（絶対倫理）＞と＜日常倫理（相対倫理）＞の二つに分類する。前者は、「彼ら宋人が全
くその存在に対して疑義を差し挟むことなく真理として認識していた道徳」であり、後者は「習慣によって形
成され、時と処によって変化すると自覚しつつもそれに従う性格の道徳、言い換えれば、規範を事象の背後に
求めない道徳」の謂いだとする。しかしながら、儒教はもともと日常の場における実践倫理であり、その背後
に超越的概念があろうとなかろうと実践の場では全て＜日常倫理＞にならざるを得ないはずである。とはいえ、
家訓に示されている倫理は、論者が明らかにしたように、利益で誘導するなど功利主義を嫌がった朱憙の倫理
説と異質な要素が多く含まれているのは否定できない。＜超越―日常＞の枠組みを再考し、たとえば＜日常倫
理＞とは別に＜通俗倫理＞というカテゴリーを立てることによって論者の考察はいっそう深まることになるの
ではないか。 
第二章「葉夢得の“善行”―二つの家訓を導きとして―」では、北宋末の士大夫・葉夢得（1077～1148）が
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残した二つの家訓が分析される。葉氏の家訓を取り上げたのは、これが得意なものではなく宋代の家訓の典型
として扱い得るからであると論者は言う。葉氏の『中庸』観にはこれを道徳的不老長寿の指南書と見なす視点
があったとするなど、卓見が随所に認められる。 
第三章「宋代の“善人”―『省心雑言』を中心に―」では、南宋の士大夫・李邦献（生卒年末詳、十二世紀
の人）の手になる家訓が取り上げられる。李氏の『省心雑言』は李氏一家の枠を越えて南宋時代に広く読まれ
たものであるが、本章では倫理の主体という視点から論じられる。論者は、この家訓には朱子学が唱道する超
越的な＜聖人＞とは異なった、凡人でも到達可能な＜善人＞という主体が新たに提起されていると指摘し、こ
の家訓の特徴を浮き彫りにしている。＜善人＞という道徳主体の存在を明らかにした功績は大きく、論旨も明
解である。 
全体として、一部と二部の有機的な連繋にやや難があり、引用される原文の読解に一部誤訳が認められはす
るが、＜日常＞という視点を設定して朱子学の再解釈を試み、家訓を通して南層という時代と社会に思想的意
味付けを行った点は、中国思想史学の新しい方法として十分評価できる。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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